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栄養と食育

O2-013
幼児の残食頻度と栄養摂取状況および唾液
コルチゾール濃度の概日リズム

村上	亜由美1、竹内	惠子1、岸本	三香子2

1福井大学教育学部
2武庫川女子大学生活環境学部　食物栄養学科

【目的】
幼児の残食頻度と食品群別摂取量、栄養素摂取量、健康状
態や唾液コルチゾール濃度の概日リズムの有無、さらに、
保護者の食意識や態度との関連性について分析することに
より、幼児の残食に対する保護者の対応策について、提案
することを目的とした。

【方法】
保護者の同意が得られた幼稚園に通う4 ～ 5歳児31名（男
児16名、女児15名）とその母親を対象とした。調査は、
平成26、27、28年6、7月の連続する3日間に実施した。朝・
昼・夕・間食の食事内容を母親に記録、写真撮影（食事前後）
をしてもらった。幼児の生活習慣、健康状態及び母親の食
意識や態度についてアンケート調査を行った。唾液コルチ
ゾール濃度は、起床時、登園時、降園時、就寝時の4回採
取した唾液を測定し、概日リズムの有無を判定した。

【結果】
31名の3日間の間食を除く朝・昼（給食を含む）・夕、3食
の食事279食中、残食のあった食事は68食であった。残
食物は、おかず（野菜料理）49件、主食35件が多く、朝食
時での残食が多くみられた。残食頻度により、高群11名、
中群13名、低群7名にわけられた。低群では、兄姉のい
る割合が高く、「じっとしていられない」、「朝からのあく
び」、「だるそうにしている」、「疲れたという」頻度が低い
傾向にあり、概日リズムのある割合は有意に高かった。ま
た、母親の「食べ物や食事の話をする」意識は有意に高かっ
た。高群では、穀類、肉、し好飲料の摂取量は低く、乳、
菓子の摂取量は高かった。エネルギー摂取量、鉄、ビタミ
ン A、E、B1、B2の摂取量は基準値より低かった。エネルギー
密度でみると、食塩相当量のみ低く、他の栄養素の摂取量
に有意な差はみられなかった。高群の母親は、「むら食い」
が気になっている割合は有意に高かった。食べきれる量を
提供することを意識している母親10名中7名の幼児に残食
がみられ、一致していなかった。

【考察】
幼児の残食頻度と概日リズムや健康状態には関連がみられ
た。残食により、エネルギー摂取量が低くなることに比例
して、多くの栄養素摂取量が低くなることが明らかになっ
た。幼児の残食への保護者の対応として、食事量を把握し、
食事量に影響するような乳や菓子の摂取をさせないこと、
普段から意識的に食べ物や食事の話をすることの有効性が
示唆された。
　本研究は、平成26年～ 28年度科学研究費補助金（基盤

（C）課題番号26350927）の助成の研究の一部である。

O2-014
肥満の改善に入院治療が奏功した自閉症ス
ペクトラムの一例

野崎	千央
日本大学医学部	小児科学系	小児科学分野

多面的な治療を行い改善した小児肥満、自閉スペクトラム
症の一例野崎千央、徳永航、西村佑美、春日悠岐、阿部百
合子、渕上達夫日本大学医学部小児科学系小児科学分野

【背景】
小児肥満はさまざまな健康障害を引き起こし、肥満関連健
康障害は成人に持ち越す事が多いため、重大な問題となっ
ている。肥満はいじめ、不登校など心理社会的問題に発展
することもあり、心理的ケアも重要となる。今回、食事療
法、運動療法に加えて行動療法、心理的ケアを行った自閉
症スペクトラム障害の肥満小児例を経験したので、他の自
験例の考察とともに報告する。

【症例】
9歳女児。5歳時に発達クリニックで自閉スペクトラム症
と注意欠如・多動症と診断され、8歳ごろから肥満傾向を
認めたため当院を紹介受診した。外来で食事療法、運動療
法を行ったが生活習慣の改善が難しかったため、入院加療
とした。身長142.8 cm、体重 48.2kg、肥満度 33%、ウエ
スト周囲長 86.3cm、血圧108/65 mmHg。血液検査では異
常を認めず、腹部CT検査で内臓脂肪面積は75.5cm2と内蔵
脂肪蓄積を認めた。食事療法、有酸素運動20分間を1日3
回の運動療法、毎朝患児自身が測定した体重変動をグラフ
化する・毎日のスケジュールを自分で立てるなどの行動療
法、患児と家族の心理的ケアなどを、看護師、保育士、管
理栄養士、臨床心理士らとともに行った。指示は具体的に
わかりやすく行い、できたことを褒めながら指導したとこ
ろ、患児からは生活習慣改善への意欲的な言動がみられる
ようになった。

【考察】
当院に教育入院した肥満小児6例を検討したところ、不登
校、発達障害を認める割合が多かった。学校や地域などに
おける対応も重要であると考えられた。小児肥満の治療で
は、栄養療法、運動療法だけではなく精神・心理面に留意
することが重要である。
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